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　第３０回球磨村ナイターソフト選手権大会が、８月１６日開幕
しました。今年は７チームが参加して熱戦が繰り広げられます。
　開幕式では、チーム＠ＳＡＧＡＲＡの髙澤選手が「怪我のない
よう一生懸命プレーします！」と力強く宣誓し、競技に移りまし
た。
　開幕戦から、それぞれのチームが声を掛け合い、楽しみながら
ハツラツとプレーしていました。

（※結果は広報くまむら９月号に掲載します。）

「夏の球宴」開幕！！
～第３０回球磨村ナイターソフト選手権大会～
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総
事
業
費
15
億
８
７
３
万
円

　
　

27
年
間
継
続
事
業
の
地
籍
調
査
終
わ
る

　

村
が
昭
和
60
年
度
か
ら
継
続
事
業
で
実
施
し
て
き
た
地
籍
調
査
が
、
平
成
23
年
度
で

完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
開
始
以
来
27
年
間
、
村
内
全
域
を
一
筆
ご
と
に

調
査
、
調
査
筆
数
は
４
５
，
４
９
２
筆
、
調
査
面
積
は
、
１
９
１
．
２
４
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
国
有
地
を
除
く
）、
こ
れ
ま
で
の
総
事
業
費
は
、
15
億
８
７
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、
昭
和
60
年
、
三
ヶ
浦
甲
地

区
の
一
筆
地
調
査
を
皮
切
り
に
、三
ヶ
浦
乙
、

一
勝
地
甲
・
乙
・
丙
及
び
丁
の
一
部
、
三
ヶ

浦
丙
、
神
瀬
乙
・
丙
・
丁
、
一
勝
地
丁
の
一

部
及
び
渡
丙
の
一
部
、
神
瀬
甲
、
大
瀬
、
大

瀬
の
一
部
と
渡
丙
の
一
部
、
渡
甲
・
乙
の
順

に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
ま
ず
地
権
者
及
び
地
区
の
推
薦

に
よ
り
村
が
委
嘱
し
た『
地
籍
調
査
推
進
員
』

と
担
当
職
員
の
立
会
で
境
界
を
確
定
し
、
そ

れ
を
基
に
測
量
、
一
筆
ご
と
の
実
測
図
を
作

成
し
ま
す
。
図
面
が
で
き
る
と
地
権
者
に
確

認
し
て
い
た
だ
き
図
面
を
確
定
、
国
の
認
証

を
経
て
法
務
局
に
送
付
、
登
記
が
終
わ
る
と

地
籍
調
査
の
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
調
査
を
27
年
間
、
継
続
的

に
実
施
し
て
き
た
事
業
が
23
年
度
で
終
わ
る

見
込
み
で
す
。
そ
の
成
果
は
、
調
査
面
積
が

１
９
１
．
２
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
国
有

地
を
除
く
）。
調
査
筆
数
４
５
，
４
９
２
筆

と
膨
大
な
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
総
事
業
費

は
15
億
８
７
３
万
円
で
す
。

　

村
の
一
大
事
業
の
「
地
籍
調
査
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
権
者
の
権
利
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
り
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の

困
難
な
事
態
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。し
か
し
、

村
民
は
じ
め
地
権
者
の
ご
協
力
で
、
問
題
解

決
に
努
め
、
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
事
業
開
始
以
来
、
延
５
０
４
人
の

「
地
籍
調
査
推
進
員
」
の
ご
支
援
、
ご
協
力

は
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
境
界

の
も
め
ご
と
の
解
決
か
ら
、
境
界
確
認
の
た

め
担
当
職
員
と
と
も
に
、
急
峻
な
山
に
分
け

入
っ
て
の
活
動
、
が
け
地
の
境
界
確
認
等
、

危
険
を
か
え
り
み
ず
の
活
動
、
そ
し
て
調
査

全
般
に
割
っ
て
積
極
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

23
年
度
で
地
籍
調
査
が
終
了
し
ま
す
の

で
、
地
籍
調
査
最
終
分
の
法
務
局
登
記
が
12

月
31
日
ま
で
に
終
了
す
る
と
、
平
成
24
年
度

か
ら
、
固
定
資
産
税
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
村
内
の
対
象
課
税
面
積
が
、
地
籍

調
査
後
の
面
積
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
調
査
後
の
面
積
が
減
っ
た
分
及

び
地
目
が
変
わ
っ
た
も
の
で
、
法
務
局
の
登

記
が
終
わ
っ
た
土
地
は
、
次
の
年
の
１
月
１

日
を
基
準
と
し
て
、
随
時
す
で
に
固
定
資
産

税
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
評
価
額
に
つ
い
て
も
、
社

会
・
経
済
状
況
か
ら
、
23
年
度
中
に
見
直
し

を
行
な
い
、
課
税
に
反
映
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
土
地
の
評
価
額
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
専
門
機
関
に
委
託
し
て
、
各

地
目
及
び
村
内
各
地
域
の
評
価
額
設
定
に
つ

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

27
年
間
の
調
査
を
終
え
、
そ
の
功
績
を
踏

ま
え
全
国
国
土
調
査
協
会
か
ら
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

境界を確認する地積推進員と担当者

地
籍
推
進
員
の
支
援
大

24
年
度
の
土
地
課
税
に
反
映

全国国土調査協会からの感謝状

　

感
謝
状
を
授
与
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地籍調査27年間の成果

実施年度 実施済面積  k㎡ 筆数（筆） 事業費　( 千円） 調　査　区　域

昭和６０ 8.88 ４, １１７ ２５, ９２０
鵜口　大無田　大久保　那良  
松谷　

昭和６１ 13.44 ８７６ ２８, ０３２ 千津

昭和６２ 16.34 １, ８１２ ２７, ３３２ 遠原　茂田　俣口

昭和６３ 11.14 ６６０ ３４, ０６８ 黒白

平成　元 13.74 ２, ７３９ ２８, ２４０
譲葉　中津　黄檗　吐合  日隠
中渡　嶽本

平成　２
9.88 ３, ８９７

２８, ８２４ 柳詰　松舟　田代　池下　淋　
大坂間　告　平成　３ ３７, ０２８

平成　４ 2.90 １, ４９５ ３２, １７６
友尻　宮園　橋詰　野々原
中屋

平成　５ 3.86 １, ９１６ ４０, ９００ 毎床　那良口

平成　６ 10.06 １, ２４６ ４５, ３８０ 伊高瀬　上蔀　多武除   楮木

平成　７ 9.36 ２, ６７３ ５６, １２０
箙瀬　上原　松野　四蔵  永椎  　
日當　大岩

平成　８ 11.85 １, ０６２ ８８, ６７０ 川島

平成　９ 6.40 ８７７ ６８, ７４０ 大槻

平成１０ 7.80 ２, ６６３ ５７, ８４０ 横井　高沢

平成１１ 7.83 ２, ９３８ １３１, ２４０ 高沢　蔵谷　坂口

平成１２ 7.44 ２, ６０７ １２４, １７０ 向淋　浦野　板崎　田頭

平成１３ 4.07 ２, １５７ １０８, ７１０
蔀　和田　堤岩戸　神瀬１区
神瀬２区　木屋角

平成１４ 5.87 ２, ４６３ ９３, ５２０ 大瀬　沢見

平成１５ 9.12 ２, ０３６ ９８, ３５０ 松本　小谷　岡　中園

平成１６ 13.39 １, ５８５ ９３, ２４０ 馬場　椎屋

平成１７ 9.57 １, ７４５ ８０, ９５０ 水篠　糸原　立野　境目

平成１８ 6.35 １, ６５５ ７７, ０８０ 内布　山口

平成１９ 1.25 １, ４４０ ５９, ５６０ 地下　今村　峯　島田

平成２０ 0.70 ８３３ ２５, ５５０ 小川　舟戸　茶屋

平成２１ １０, ６９０

平成２２ １, ３４０

平成２３計画 登　記　完　了（予定）

合　　計 191.24 ４５, ４９２ １, ５０８, ７３０

総調査面積　　　191.24K ㎡　　　総調査筆数　　　４５, ４９２筆
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第
６
回
球
磨
村
議
会
臨
時
会
が
、
８
月
17
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
条
例
の
改
正
案
二
件
、
６
月
か
ら

の
集
中
豪
雨
に
伴
う
災
害
復
旧
費
関
係
等
の
、
平
成
23
年
度

球
磨
村
一
般
会
計
補
正
予
算
一
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

条　

例

● 

球
磨
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

現
在
の
球
磨
村
簡
易
水
道
給
水

条
例
第
２
条
に
お
い
て
、
村
で
管

理
す
る
給
水
区
域
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
三
ケ
浦
地

区
の
毎
床
区
域
を
村
の
簡
易
水
道

給
水
区
域
に
拡
大
し
て
加
え
る
こ

と
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

● 

田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が

う
ら
」
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が

う
ら
」
は
、
７
月
２
日
に
オ
ー
プ

ン
し
、
こ
れ
ま
で
主
に
、
学
校
関

係
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
一
般
の
団
体
客
の
誘
客
活

動
も
積
極
的
に
展
開
し
、
団
体
割

引
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
必
要
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
条
例

の
改
正
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

予　

算

●
平 

成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費

等
に
関
す
る
予
算
の
補
正
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
出
で
は
農
林

水
産
業
費
の
林
道
災
害
崩
土
除

去
工
事
等
で
工
事
請
負
費
に
６
，

９
６
６
千
円
、
土
木
費
の
村
道
災

害
崩
土
除
去
工
事
等
で
工
事
請
負

費
に
２
９
，
５
８
８
千
円
、
河
川

災
害
復
旧
分
で
２
，
０
０
０
千
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
費
で
は
国
・

県
の
補
助
に
該
当
す
る
工
事
分
と

し
て
、
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧

費
の
林
道
災
害
測
量
設
計
業
務
委

託
料
に
１
，
９
４
３
千
円
、
工
事

請
負
費
に
１
２
，
４
９
２
千
円
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
の
林

道
災
害
測
量
設
計
業
務
委
託
費
に

２
，
１
８
４
千
円
、
工
事
請
負
費

に
２
５
，
９
１
３
千
円
が
補
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
入
で
は
災
害
復
旧
事

業
費
の
補
正
に
伴
い
見
込
ま
れ
る

国
・
県
支
出
金
と
し
て
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫
負
担

金
を
１
７
，
２
８
３
千
円
、
農
林

水
産
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
県
補

助
金
を
７
，
０
２
３
千
円
補
正
し

て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
費
等
を
補
正

第
６
回
球
磨
村
議
会
臨
時
会　

8 月 15 日の大雨による横井大槻線の崩土
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７月２１日、改選後初めてとなる農業委員会総会が開催され、会長及び職務代理者、委員の調査担当
区域を決定しました。

役職・氏名 担当地区 役職・氏名 担当地区

水篠・糸原・立野・境目
蕨谷・島田・小川・舟戸
茶屋・椎屋

吐合・日隠・中渡・岳本
黒白

会　長
舟戸　勝也

委　員
中渡　考之

茂田・遠原・毎床・俣口
松谷・那良・那良口

大無田・大久保・鵜口
千津

職務代理者
毎床　祐七

委　員
大無田　正剛

内布・山口・地下・今村
峯

蔀・和田・堤岩戸
神瀬一区・神瀬二区
大瀬・松本・小谷

委　員
内布　啓徳

委　員
川口　新二

岡・浦野・板崎・中園
田頭・馬場

箙瀬・伊高瀬・上蔀
多武除・楮木・木屋角
上原・松野・四蔵・永椎
日当・大岩・川島委　員

板﨑　巳喜雄
委　員

松野　三千夫

友尻・宮園・橋詰・
野々原・中屋・中津
黄檗

蔵谷・坂口・高沢・横井
大槻・沢見

委　員
栁詰　数安

委　員
髙沢　秀人

柳詰・松舟・田代・池下
淋・向淋・大坂間・告

（お問合せ先）
球磨村農業委員会事務局

☎３２－１１１５委　員
田代　知敏

　改選後　初の農業委員会総会開催
会長に 舟戸勝也氏　　職務代理者に 毎床祐七氏
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今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
台
風

に
よ
る
大
き
な
災
害
は
起
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
年
は
、
６
・
７
月

の
梅
雨
時
期
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
渡
地
区
で
球
磨
川
の
洪
水
に

よ
る
住
宅
の
浸
水
を
は
じ
め
、
村

内
各
地
で
崩
土
や
道
路
陥
没
等
の

災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
は
、
地
震
と
違
い
、
襲
っ

て
く
る
時
期
が
予
測
で
き
ま
す
。

気
象
情
報
で
中
心
気
圧
や
最
大
風

速
を
知
り
、
万
全
の
対
策
を
立
て

て
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
時
の
防
災
対
策

●
家
の
外
の
備
え

・ 

窓
や
雨
戸
の
鍵
を
か
け
、
必
要
な

ら
外
か
ら
板
を
打
ち
付
け
る
。

・ 

庭
木
に
支
柱
を
た
て
た
り
、
壁

を
補
強
す
る
。

・ 

下
水
や
側
溝
・
排
水
口
は
掃
除
し

て
水
は
け
を
良
く
し
て
お
く
。

●
家
の
中
の
備
え

・ 

懐
中
電
灯
・
ロ
ー
ソ
ク
・
マ
ッ

チ
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
乾
電
池
・

救
急
薬
品
・
衣
料
・
貴
重
品
・

非
常
用
食
料
・
水
等
を
ま
と
め

て
お
く
。

・ 

避
難
場
所
へ
の
経
路
確
認
を
し

て
お
く
。

●
台
風
接
近
時

・ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
台
風
情

報
を
気
に
か
け
る
。

・ 

雨
で
増
水
し
た
小
川
や
側
溝
、

切
れ
た
電
線
な
ど
、
危
険
な
場

所
に
近
づ
か
な
い
。

・ 

台
風
に
は
、
お
よ
そ
１
～
２
時
間

後
に
再
び
吹
き
返
し
が
あ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
お
く
。

●
危
険
が
迫
っ
た
ら

・ 

避
難
勧
告
や
指
示
が
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
従
え
る
よ
う
準
備

し
、
素
早
く
非
難
す
る
。
「
む

だ
足
覚
悟
で
早
め
の
避
難
」
を

心
が
け
る
。

・ 

避
難
の
前
に
、
必
ず
火
の
始
末

を
す
る
。

・ 

避
難
の
際
に
は
、
持
ち
物
は
最

小
限
に
し
て
背
中
に
背
負
う
な

ど
し
て
、
両
手
は
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
し
て
お
く
。

・ 

頭
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安
全
帽
で

保
護
す
る
。

・ 

隣
り
近
所
に
声
を
か
け
、
お
年

寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
を
優
先

し
て
避
難
す
る
。

・ 

避
難
先
で
は
指
導
者
の
指
示
に

従
う
。

（
情
報
提
供
元
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
防

災
も
の
知
り
ノ
ー
ト

平成 16年台風 18号災害　球泉洞駐車場に大量の土石流

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

台
風
災
害
へ
の
備
え
と
対
応
を
万
全
に
！

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

台
風
災
害
へ
の
備
え
と
対
応
を
万
全
に
！
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７
月
28
日
か
ら
８
月
８

日
ま
で
の
12
日
間
、
熊
本

県
災
害
派
遣
チ
ー
ム
第
19

陣
の
一
員
と
し
て
、
宮
城

県
東
松
島
市
役
所
に
お
い

て
、
支
援
事
務
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
第
19

陣
で
は
、
県
職
員
３
名
と

市
町
村
職
員
16
名
の
全
19

名
が
、
14
の
事
務
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
「
民
間

賃
貸
住
宅
借
上
制
度
」
は

被
災
し
、
住
む
場
所
を
無

く
し
た
方（「
り
災
証
明
書
」

に
よ
り
「
全
壊
」
又
は
「
大

規
模
半
壊
」
の
判
定
を
受

け
た
方
）
を
対
象
と
し
て
、

宮
城
県
が
３
者
契
約
（
宮

城
県
、
貸
主
、
申
請
者
）

に
よ
り
民
間
賃
貸
住
宅
を

借
上
げ
、
２
年
間
の
家
賃

や
共
益
費
、
敷
金
等
を
負

担
す
る
も
の
で
す
。
何
と

か
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

頂
き
、
生
活
再
建
の
基
礎

と
し
て
頂
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
事
務
を
行
っ
て

い
る
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
制
度

内
容
に
合
致
せ
ず
活
用
で
き
な
い

方
も
お
ら
れ
、
申
請
を
受
け
付
け

ら
れ
な
い
旨
を
伝
え
る
際
は
と
て

も
心
苦
し
く
、
や
り
き
れ
な
い
思

い
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務

の
都
合
上
、
被
災
し
た
時
の
状
況

を
お
聞
き
す
る
必
要
が
あ
り
、
疲

れ
切
っ
た
表
情
で
被
災
時
の
話
を

さ
れ
る
方
も
多
く
、
本
当
に
大
変

な
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

市
役
所
が
閉
庁
し
て
い
る
時
間

を
利
用
し
、
被
災
現
場
を
数
カ
所

視
察
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

高
さ
５
ｍ
ほ
ど
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
瓦
礫
の
山
が
数
十
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
光
景
や
、

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
住
宅
が
未
だ

に
点
在
し
て
い
る
光
景
、
冠
水
し

海
水
の
に
お
い
が
漂
う
住
宅
地
、

警
察
の
方
々
が
行
方
不
明
者
の
捜

索
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を

目
の
当
た
り
に
し
、
被
害
の
甚
大

さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
復
興

ま
で
の
道
の
り
が
大
変
な
も
の
で

あ
り
、
長
期
間
に
わ
た
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま

し
た
。

　

東
松
島
市
を
離
れ
る
際
、
東
松

島
市
長
よ
り
「
熊
本
県
お
よ
び
熊

本
県
内
市
町
村
の
皆
様
か
ら
の
支

援
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

支
援
し
て
頂
い
た
皆
様
に
お
返
し

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

復
興
し
た
姿
を
一
日
で
も
早
く
皆

様
に
お
見
せ
す
る
こ
と
が
お
返
し

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

災
害
派
遣
12
日
間
で
の
支
援
事

務
や
被
災
地
視
察
の
な
か
で
得
ら

れ
た
経
験
や
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、

熊
本
県
第
19
陣
と
の
交
流
の
な
か

で
得
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大

事
に
し
、
今
後
の
業
務
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
松
島
市
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
被
災
地
が
一
日
も

早
く
復
興
し
、
被
災
者
の
皆
様
に

安
心
で
快
適
な
生
活
が
戻
る
こ
と

を
願
い
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

総務企画課
佐々木  亨  主査

■ 大震災から５か月…　職員被災地派遣リポート

“
自
分
の
健
康
は
自
分
が
守
る
”

第
４
区
公
民
館
で
健
康
講
座

　

球
磨
村
行
政
区
第
４
区
地
域
公

民
館
主
催
の
「
健
康
講
座
」
が
、

７
月
31
日
に
球
磨
村
公
民
館
「
立

野
分
館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

講
座
は
、
地
域
住
民
自
ら
が
“
自

分
の
健
康
は
自
分
が
守
る
”
と
い

う
認
識
を
高
め
、
疾
病
予
防
と
健

康
保
持
を
目
的
に
昨
年
か
ら
開
催

し
て
お
り
、
今
回
で
２
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
冨
永
分
館
長

が
「
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
健
康
に

留
意
さ
れ
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
今
日
の
話
を
良

く
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
、
来
賓
の
中

根
教
育
長
が
、「
本
講
座
以
外
に
も

地
域
郷
土
理
解
研
修
会
や
夏
祭
り

な
ど
の
公
民
館
活
動
を
先
進
的
に

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
は
、
二
部
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
第
一
部
の
講
師
は
、

球
磨
村
役
場
健
康
衛
生
課
の
松
村

保
健
師
に
よ
る
、
増
加
傾
向
に
あ

る
「
生
活
習
慣
病
の
現
状
」
と
「
検

診
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
学
び
、

生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活

を
す
る
こ
と
が
大
切
か
を
真
剣
に

考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
の
講
師
は
、

球
磨
村
教
育
委
員
会
の
髙
永

係
長
が
、年
齢
や
性
別
、技
術
、

体
力
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

を
紹
介
し
、
実
技
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
終
始
笑

顔
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

楽しんで学ぶことができました

東
松
島
市
役
所
で
の
支
援
事
務
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７
月
17
日
以
降
の
球
磨
郡
民
体
育
祭
各
競
技
に
つ
い
て
、
球
磨
村

選
手
団
は
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

県
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
の
応
援
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
球
磨
村
選
手
団
」
大
活
躍
！

第
61
回
球
磨
郡
民
体
育
祭  

㊦

【
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
】

（
敬
称
略
）

剣
道

　

団
体
8
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

球
磨
村
26

−

74
多
良
木

水
泳

　

総
合
3
位

◇
男
子

◆
25
ｍ
背
泳
ぎ

　
（
45
歳
以
上
）

　
　

１
位　

槻
木　

啓
介

◆
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
（
45
歳
以
上
）

　
　

３
位　

槻
木　

啓
介

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

１
位　

大
無
田　

清
和

　
（
25
歳
未
満
）

　
　

１
位　

野
々
原　

真
矢

　
　

２
位　

大
無
田　

卓

◆
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
（
55
歳
以
上
）

　
　

３
位　

今
村　

淳

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

３
位　

毎
床　

貴
哉

◆
25
ｍ
自
由
形

　
（
65
歳
以
上
）

　
　

１
位　

氏
川　

平

　
　

２
位　

久
米　

良
彦

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

３
位　

大
木　

金
敏

　
（
25
歳
未
満
）

　
　

２
位　

野
々
原　

真
矢

◆
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

３
位　

大
無
田　

清
和

　
（
25
歳
未
満
）

　
　

３
位　

地
下　

翔
太

◆
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
（
45
歳
以
上
）

　
　

１
位　

大
無
田　

満
浩

◆
50
ｍ
自
由
形

　
（
65
歳
以
上
）

　
　

１
位　

氏
川　

平

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

３
位　

丸
橋　

勝
寿

◆
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
（
55
歳
以
上
）

　
　

２
位　

球
磨
村

　
（
25
歳
未
満
）

　
　

３
位　

球
磨
村

◆
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
（
55
歳
以
上
）

　
　

２
位　

球
磨
村

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

１
位　

球
磨
村

◇
女
子

◆
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
（
45
歳
以
上
）

　
　

２
位　

東　

さ
ゆ
り

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

１
位　

沢
見　

ル
ミ

　
　

２
位　

上
原　

朋
子

◆
25
ｍ
自
由
形

　
（
４
５
歳
以
上
）

　
　

２
位　

槻
木　

久
美
子

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

３
位　

高
沢　

美
由
紀

　
（
25
歳
以
上
）

　
　

１
位　

舟
戸　

久
美

◆
50
ｍ
背
泳
ぎ

　
（
25
歳
以
上
）

　
　

２
位　

大
岩　

瑞
佳

◆
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
（
45
歳
以
上
）

　
　

１
位　

東　

さ
ゆ
り

　
（
35
歳
以
上
）

　
　

２
位　

沢
見　

ル
ミ

◆
50
ｍ
自
由
形

　
（
25
歳
以
上
）

　
　

１
位　

大
岩　

瑞
佳

◆
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
（
25
歳
以
上
）

　
　

１
位　

球
磨
村

◆
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
（
25
歳
以
上
）

　
　

１
位　

球
磨
村

陸
上
競
技

　

総
合
7
位

◇
男
子

◆
29
歳
以
下
１
５
０
０
ｍ

　
　

１
位　

地
下　

翔
太

◆
29
歳
以
下
５
０
０
０
ｍ

　
　

１
位　

地
下　

翔
太

　
　

５
位　

宮
本　

努

◆
50
歳
～
59
歳
１
０
０
ｍ

　
　

６
位　

戸
屋　

武
文

◆
60
歳
以
上
１
０
０
ｍ

　
　

３
位　

清
川　

俊
明

◆
60
歳
以
上
２
０
０
０
ｍ

　
　

４
位　

清
川　

俊
明

◆
70
歳
以
上
２
０
０
０
ｍ

　
　

１
位　

淋　

春
男

◆
40
歳
～
49
歳
走
高
跳

　
　

５
位　

金
田　

健
睦

◆
40
歳
～
49
歳
砲
丸
投

　
　

２
位　

平
根　

啓
介

◆
50
歳
～
59
歳
円
盤
投

　
　

４
位　

犬
童　

勝
則

初出場のバスケットボール

２冠の地下翔太選手（左端）



� 広報「くまむら」　平成２３年 8月号

　

夜
は
、
宿
泊
先

の
長
与
小
学
校
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
を
行
い
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
大
村
湾
で
磯
遊
び

を
楽
し
み
、
２
日
間
の
長
与
町
で

の
体
験
を
終
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
・
11
日
に
は
、

長
与
町
の
小
学
生
が
球
磨
村
を
訪

れ
、
交
流
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体

験
が
行
わ
れ
た
後
、
田
舎
の
体
験

交
流
館
「
さ
ん
が
う
ら
」
に
お
い

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
が
あ
り
、

山
の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
木
工
体
験
を
し
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ノ
コ
ギ
リ
や

金
づ
ち
を
使
い
な
が
ら
木
製
の
椅

子
を
作
り
ま
し
た
。

　

山
の
子
・
海
の
子
交
流
学
習
の

異
な
る
環
境
体
験
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
は
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
お

互
い
の
友
情
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

７
月
26
・
27
日
の
２
日
間
、
長

崎
県
長
与
町
で
山
と
海
に
住
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
の
地
域
を
超
え

て
の
交
流
を
深
め
、
健
全
育
成
及

び
教
育
の
振
興
を
目
的
と
し
た
山

の
子
・
海
の
子
交
流
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
、
一
勝
地
小
学
校
・

渡
小
学
校
の
５
・
６
年
生
児
童
52
名

が
参
加
し
、
ペ
ー
ロ
ン
体
験
や
磯

遊
び
等
の
海
な
ら
で
は
の
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
中
国
古
来
の
舟

「
ペ
ー
ロ
ン
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

地
元
の
方
に
よ
る
指
導
の
も
と
練

習
を
し
た
後
、
早
速
、
ペ
ー
ロ
ン

に
乗
り
込
み
楽
し
み
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
潮
風
を
浴
び
な
が

ら
声
を
掛
け
合
い
、一
生
懸
命
ペ
ー

ロ
ン
を
漕
い
で
い
ま
し
た
。

長与町でのペーロン体験

球磨村でのラフティング体験

新
鮮
な
気
持
ち
で
海
・
山
を
満
喫

山
の
子
・
海
の
子
交
流
学
習

　９月１７日（土）・１８日（日）に水俣市・葦北郡を会場に開
催される第６６回熊本県民体育祭に球磨村から７種目に、４４名
の選手が出場します。
　郡民体育祭の勢いそのままに、球磨村及び球磨郡の代表として、
活躍されることを期待します。

〈県民体育祭出場選手〉　　　　（敬称略）

種　　目 選　　手　　名

陸上競技 淋 春男　　地下 翔太　　戸屋 久美子

水　　泳 大無田 満浩　氏川 平　久米 良彦　田頭 幸一　大岩 瑞佳　東 さゆり　沢見 ルミ

ソフトボール

（男子監督）大無田 和年　 箙瀬 裕助　 戸屋 武文　 松谷 浩一　 水篠 敏幸　 西 孝治
板崎 浩二　 毎床 政志　 毎床 裕一　 犬童 安幸　 岡 修司　 
 （女子監督）高澤 康成　 尾崎 謙信　 蓑田 恵　 立野 美早紀　 メアリー・マスティン
丸橋 美紀 　上原 理奈　 松野 真貴子　 永椎 あゆみ　 内布 茉莉恵　　
那良 久江　 大無田 琴音　 大瀬 真由美　 水篠 真理

卓　　球 大岩 康生　　工藤 桂輔　　山口 彩

バドミントン 大無田 浩司　　舟戸 満　　舟戸 恵美

弓　　道 宮本 宣彦　　犬童 武徳

ゲートボール 嶽本 正司

ナイターソフト選手権開会式で激励を受けたソフトナイン

県民体育祭での活躍を祈ります !!
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一
勝
地
小
、
渡
小
の
応
援
飛
び
交
う

村
内
小
学
校
水
泳
記
録
大
会

　

８
月
２
日
、一
勝
地
小
学
校
プ
ー

ル
に
お
い
て
、
第
25
回
の
村
内
小

学
校
水
泳
記
録
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
プ
ー
ル
工
事
に
伴

う
練
習
不
足
も
あ
っ
て
、
開
催
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
小
学
校
統
合

後
初
で
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
一
人
ひ
と
り
が

目
標
を
持
っ
て
体
育
の
事
業
で

培
っ
た
基
本
的
技
能
を
発
揮
し
な

が
ら
、
親
睦
を
図
り
、
心
身
の
健

全
な
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
す
っ
か
り
黒

く
日
焼
け
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

連
日
の
猛
暑
に
も
負
け
ず
、
元
気

一
杯
に
自
分
の
力
を
十
分
に
発
揮

し
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

特
に
、
学
校
対
抗
の
リ
レ
ー
の

と
き
に
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
声

援
も
あ
り
、
新
プ
ー
ル
で
の
開
催

に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
、

地
域
住
民
や
保
護
者
が
多
く
集
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

一生懸命泳ぎました

　

７
月
11
日
に
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
、
第
13
回
球
磨
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
16
チ
ー
ム
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
13
回
を
迎
え
る
本
大
会
は
、
会
員
の
健
康

づ
く
り
及
び
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
会
式
で
は
、
球
磨
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
香
月
千
松
会
長
が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
を
行

い
、
続
い
て
来
賓
の
桺
詰
村
長
、
柳
詰
議
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

澄
み
切
っ
た
青
空
の
も
と
、
参
加
者
た
ち
は
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
競
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

優
勝　

渡
西
鶴
亀
会

２
位　

毎
床
寿
ク
ラ
ブ
・
親
和
会

３
位　

渡
ニ
コ
ニ
コ
会

渡西鶴亀会優勝 !!
第１３回球磨村老人クラブ連合会

グラウンドゴルフ大会

優勝した渡鶴亀会

　

こ
の
ほ
ど
話
題
に
な
っ
て
い
る
カ
ッ
パ
が
８
月
15
日
、
一
勝
地

駅
に
出
没
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
没
情
報
を
聞
き

つ
け
て
い
た
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
が
多
く
集
ま
り
、
カ
ッ
パ
が
現

れ
た
際
に
は
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
人

吉
球
磨
カ
ッ
パ
捜
索
隊
特
別
隊
員
」
の
「
く
ま
も
ん
」
も
登
場
す

る
と
、
カ
ッ
パ
を
追
い
か
け
回
す
な
ど
し
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
は
、
く
ま
も
ん
と
カ
ッ
パ
と
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
し
、
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

 

一
勝
地
駅
に
カ
ッ
パ
出
没
！

　
〝
く
ま
モ
ン
〟
も
や
っ
て
き
た

一生懸命応援しました
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　　　　　９月　９日（金）の「内布分館」は、９月２日（金）に期日変更
　　　　　９月１４日（水）の「大槻キャンプ場」は、９月７日（水）に期日変更
　　　　１０月　６日（木）の「神瀬多目的集会施設」は、「大瀬公民館」に会場変更
　　　　１１月２９日（火）の「毎床公民館」は、１１月２４日（木）に期日変更
以上、開催日と会場を変更いたします。 ご近所お誘い併せのうえ、お気軽に最寄りの会場にご来場ください。

くまむら 「高齢者大学」
～ 開催日・会場の変更のお知らせ ( 最終決定）

　各地域を巡廻して、高齢者大学を実施しています。
　　対象　村内居住で 60 歳以上の方     
　　内容　第１部：なつかしい童謡・唱歌・わらべ歌を歌いましょう。　     
　　　　　第２部：安全に楽しめるニュースポーツを楽しみましょう。     
　　　　　※　最終回は、桺詰村長の特別講話を予定しています

開催日 時　間 会　場 範　囲 備考
9 月  2 日（金）10:00 ～ 11:30 内布分館 内布 開催日の変更

9 月  7 日（水）10:00 ～ 11:30 大槻キャンプ場 大槻 開催日の変更

9 月 28 日（水）10:00 ～ 11:30 松舟公民館 柳詰、松舟、田代

9 月 29 日（木）10:00 ～ 11:30 せせらぎ 吐合、日隠、野々原、黄檗、中津、中屋 開催日の変更

10 月  6 日（木）10:00 ～ 11:30 大瀬公民館 大瀬 会場の変更

10 月 19 日（水）10:00 ～ 11:30 神瀬多目的集会施設 四蔵、永椎、日当、大岩

10 月 28 日（金）10:00 ～ 11:30 那良口公民館 那良、那良口

11 月  1 日（火）10:00 ～ 11:30 池下公民館 池下、淋

11 月  4 日（金）10:00 ～ 11:30 大坂間公民館 向淋、大坂間、告、松本、小谷

11 月 11 日（金）10:00 ～ 11:30 せせらぎ 友尻、宮園、橋詰

11 月 17 日（木）10:00 ～ 11:30 神瀬多目的集会施設 木屋角、上原、松野

11 月 24 日（木）10:00 ～ 11:30 毎床公民館 毎床、茂田、俣口、遠原 開催日の変更

12 月  1 日（木）10:00 ～ 11:30 神瀬多目的集会施設 箙瀬、伊高瀬、上蔀、多武除、楮木

12 月  8 日（木）10:00 ～ 11:30 川島分館 川島

12 月（調整中） 10:00 ～ 11:30 石の交流館「やまなみ」 村内全域 特別講話

球磨川中流部（大坂間地区）河川改修事業について
　平成２３年１０月から、球磨村大坂間地区の球泉洞駅付近の河川改修工事が始まります。
　これに伴い球泉洞駅駐輪場を解体することになります。
　住民の方には、ご迷惑をおかけいたしますがご了承いただきますようお願いいたします。
　なお、工事期間及び通行止めについては、後日、広報紙等を通じてお知らせいたします。

　　　　　　　駐輪場使用不可期間（予定）

平成２３年９月１０日～平成２４年５月末日
※河川改修工事が完成次第、駐輪場の復旧工事をするようにしています。
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★２３年度のインフルエンザ予防接種は
集団接種は行わず、すべて個別接種（医療機関での接種）にて実施します。

【対象者】① 接種当日に満６５歳以上の方（昭和21年11月30日生まれの方まで）
　　　　　②  ６０歳以上６５歳未満の方で、心臓・腎臓若しくは呼吸器又はヒト

免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいを有する者（身体障害
者手帳１級所持の方）

【接種期間】　平成２３年１０月１日～平成２３年１１月３０日までの間

【自己負担金】１，４００円（生活保護受給者は無料）

【接種回数】　１回

【申し込みから接種まで】

インフルエンザ予防接種についてお知らせ

３．問診票が届いたら、接種を希望する医療機関に、接種日等を直接
　　お問い合わせ下さい。

※�　入院中または施設に入所している方で、接種を希望される場合は健康衛生課にお問い

合わせ下さい。

【接種医療機関】 下記の医療機関で高齢者インフルエンザ予防接種を受けることが
できます。

○球磨村

球磨村診療所

２．９月下旬、接種希望者（申込み者）に予診票を送付します。

１．別紙回覧の「高齢者インフルエンザ個別予防接種申込書」に必要
　　事項（氏名・生年月日・希望医療機関（病院））をご記入ください。
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○人吉市・球磨郡（球磨村を除く）
愛甲産婦人科ひふ科医院 愛甲やすらぎ医院 あいだ診療所
有島耳鼻咽喉科医院 伊津野医院 上原整形外科医院
内山クリニック 岡医院 球磨病院
河野産婦人科医院 小林脳神経外科 しらおく内科クリニック
たかはし小児科内科医院 高浜内科医院 たかみや医院
田中医院 田中クリニック 辻胃腸科・心療内科
辻循環器科・内科 堤病院 堤病院付属九日町診療所
手塚病院 愛生会　外山病院 とやまクリニック胃腸科肛門科
外山内科 外山胃腸病院 豊永耳鼻咽喉科医院
浜田医院 ひとよし内科 平井整形外科医院
ふかみ耳鼻咽喉科 万江病院 光永医院
やまぐちマタニティ
五木診療所（五木村） 井口医院（多良木町） 犬童耳鼻咽喉科（多良木町）
緒方医院（相良村） 高田内科医院（錦町） 深水内科医院（錦町）

　　　　※人吉中温泉病院では、入院中の方のみ予防接種を受けることができます。

６４歳以下の方
　インフルエンザの予防接種を受けることはできますが、新型インフルエンザが、平成２３年３
月３１日をもって、通常の季節性インフルエンザとしてとして取り扱うこととなりましたので、
接種費用の助成がなくなり、全額自己負担です。
　なお、接種料金は医療機関（病院）で料金が異なる場合がありますので、ご確認下さい。

＜ お問合せ先 ： 球磨村役場　健康衛生課　保健予防係　☎３２－１１３９ ＞

主催；人吉医師会・人吉下球磨消防組合

　９月９日の日「救急の日」にちなみ救急業務への正しい理解と応急手当に
　認識を深める目的で、「救急フェア２０１１」が開催されます。

　　○日時　平成２３年９月１１日（日）
　　　　　　開場　１２時３０分　　　　　開会　１３時００分（閉会　１６時００分）

　　○場所　人吉下球磨消防組合消防本部・中央消防署（人吉市下林町）

救急フェア２０１１ 開催

メインステージ
◇開会式
◇医師による講演
◇救急活動発表
◇住警器の普及啓発
◇東日本大震災緊援隊活動紹介
◇和太鼓（中原学童クラブ）
◇急流戦隊
　★ JINクマレンジャーショー
◇お楽しみ抽選会

会場広場

◇はしご車試乗体験
◇ロープ渡り体験
◇煙体験コーナー
◇放水体験
◇車両展示（消防車両・赤バイ）
◇住宅防火コーナー
◇カキ氷（無料提供）
◇ジュース販売

屋内訓練場（２階）

◇健康相談コーナー
◇応急手当実技体験コーナー
◇乳幼児と小児の応急手当　
　実技体験コーナー
◇各種パネル展示
◇幼年消防ポスター展示
◇小学生の習字展示
　　「救急・救命」をテーマ

司会　高
村公平さ

ん



��広報「くまむら」　平成２３年 8月号

球磨村文化協会　　シリーズ②

■ カラオケサークル
　私達、カラオケサークルは、舟戸良雄先生を講師に迎
え、毎月、第二、第四日曜日の午後７時３０分から午後
９時３０分まで、渡多目的集会施設で楽しく練習してい
ます。会員は現在１３名で、会費は月額、１，５００円
です。毎回、課題曲を決め、全員で練習します。年に３
回位は市内のカラオケ店において練習の成果を披露する
など、みんなで楽しんでいます。カラオケを楽しみたい
方は入会してください。待っています。

　　　カラオケサークル代表

　　　　水篠　年春　電話　３３－０５５４

■ 絵手紙サークル
　絵手紙を始めて早くも９年が経ちました。さぞや上手に
描けてるだろうと思われるでしょうがさにあらず、今になっ
て奥が深いのがやっとわかりかけたところです。でも私達、
精一杯楽しんでます。これからも細～く、長～く描いて行
きたいと思っています。よかったらぜひぜひ・・・。
活動場所の変更　毎月第一月曜日　神瀬多目的集会施設
　　　　　　　　〃　第三月曜日　 球磨村振興センター

会議室
時間　夜８時～９時３０分
作品展示場所　 球磨村公民館図書室（球磨村コミュニティ

センター「清流館」内）
　　　　　　　一勝地駅、せせらぎ、一勝地小学校、

　　　　絵手紙サークル代表

　　　　　堤　千明　　電話　３４－０４１９
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くまむらスマイルスポーツクラブ　第２回

　グラウンドゴルフ（一勝地）　平成２３年度会員　１３名

　グラウンドゴルフクラブ（一勝地）は、毎週土
曜日午前９時００分から一勝地小学校グラウンド
において活動しています。グラウンドゴルフは若
い方から高齢者まで楽しめるスポーツで、高度な
技術を必要とせず、しかも全力を出す場面と、集
中力や調整力を発揮する場面がうまく組み合わさ
れております。ルールもごく簡単なことから、初
心者でもすぐに取り組めます。また、プレイ時間
もさほど長くはなく、適度な健康づくりにもって
こいのスポーツです。
　みなさんもグラウンドゴルフをしていい汗をか
いてみませんか。スティック等の道具はグラウン
ドゴルフクラブ・球磨村教育委員会で貸し出して
いますので、多くの方のご参加をお待ちしていま
す。

　バスケットボール　平成２３年度会員　１５名

　バスケットボールクラブは、毎週水曜日午後７時
３０分から球磨中学校体育館で活動しています。昨
年より村内のバスケットボール愛好者が集まり、バ
スケットボールクラブを立ち上げ、今年４月からく
まむらスマイルスポーツクラブへ加入しました。
　バスケットボールは、中学校にも部活動がなく、
球磨村においては競技人口もさほど多くありませ
ん。また、競技自体も走り回るだけで、きついスポー
ツと思われるかもしれませんが、実際にやってみる
と楽しくいい汗をかくことができます。
　みんなで、声を掛け合いながら楽しく競技してい
ますので、興味のある方はぜひ参加してください。
初心者も大歓迎です！よろしくお願いします。

（お問合せ先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　 「陽だまり」9月行事予定

《陽だまりサロン》

　球磨村地域子育て支援センター　陽だまり は、月～金の9:00～ 16:00、土曜日は８:00～ 13:00 まで開放しています。陽だ
まりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどうぞお気軽においでください。
お待ちしています。

《3～4、8～9ヶ月健診》

《神瀬保育園にAED設置しました！》 ～神瀬保育園～
　雨の多かった夏、日本中が節電で一段と暑かったのではないかと思います。
幸いにも当園は大きな木があり周囲も山に囲まれていて人吉からすると涼しく感じます。
　皆様ご存知の AED を切望していましたが、この度、村の子育て応援事業でようやく設置して頂くこと
が出来ました。
　お子様の命をお預かりしている保育園です。万一の時に医療機関に繋ぐまでの応急処置の一環として
力強い限りです。その他にも「上級救命スタッフ常駐施設」ステッカーを玄関先に掲示してあります。
これは、消防署で受ける上級救命資格者３名以上の施設を表します。
　先だっての親子海水浴の時は、保護者一緒に西分署の方に人形を使って「人工呼吸、AED 救命の仕方
や熱中症」などの学習もしました。供えあれば憂いなしです。
　当園の AED は、大人と小児に使い分け出来ます。
そして今の機械は大変良く出来ていて、「電気ショックが必
要かどうか？すべて機械が解析し音声で指示してくれます。
そして必要がないときはスイッチがはいりません」すごい
ですね。神瀬には AED が設置してあるところは少ないと思
います。いざという時は思い出して頂ければ役に立つかも
しれません。

　６日（火）陽だまりサロン
１８日（日）渡保育園運動会
２１日（水）陽だまりサロン
２２日（木）３才半健診
２４日（土）りんごの木サークル
２７日（火）陽だまりサロンすくすく、大きくなってま～す！

竹本看護師による
陽だまり講座

水ようかんづくり

おいしい
水ようかんの
できあがり

陽だまり
キッズ
大集合！
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　まだまだ暑い日々が続きますが、夏バテしていませんか。
　夏バテは、全身の疲労感・体がだるい・無気力になる・イライラする・
食欲不振・ふらつく等症状も様々です。これは自律神経の調整機能がうま
く行かず、心身ともに不調になることが理由です。
　そこで、今回は２点ほど心がけてみませんか。
◎ジュース・アルコールは控えましょう（ほどほどに・・）
　のどが渇くのでジュースを飲みたくなるのですが、冷たいジュースを飲む
→甘いのでまたのどが渇く→ジュースを飲むと言うようにどんどんジュー
スを飲んでしまい、結局は糖分を摂りすぎて太るだけということになりか
ねません。また、アルコールを摂取するとその分解過程で水分が取り込ま

れてしまい、飲んだビールの 1.5 倍以上が尿
と共に排泄されてしまいますので、アルコー
ルは控えめに。
◎ 1 品料理にならないよう、バランスよく
　どうしても暑くなると食欲が落ちて、冷や
しそうめんやざるそば等の炭水化物に偏って
しまいます。炭水化物はエネルギー源ですので、体力が落ちて
いる夏には有効的なのですが、炭水化物だけ摂っていてもエネ
ルギーには変わりません。
　消化するには、ビタミン B1,B2 やクエン酸が必要です。
逆に言えば、ビタミン B1,B2 やクエン酸がなければ、いくらエ
ネルギーの元となる炭水化物を摂ってもエネルギーには変わり
ません。それどころか、疲労物質の元となる乳酸や脂肪に変わっ
てしまいます。
　ビタミン B1,B2 を多く含む食材として、豚肉・豆腐・納豆・鰯・
レバー等。クエン酸を多く含む食材はすっぱい物（酢の物・梅
干等）が多いです。たまには、豚しゃぶやレバニラ炒め等いか
がでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養士　中山 千絵
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備えあれば、憂いなし！！
人吉球磨社協防災デー

　平成２３年９月１１日（日）
　あさぎり町須惠文化ホール

タイムスケジュール
9:30～　災害ボランティアセンター設置訓練

10:30～　炊き出し訓練　足湯体験
13:00～　球磨ブロック社協災害時相互応援協定調印式
13:30～　東日本大震災被災地支援活動報告
　　　　（県ボランティアセンター）
14:15～　講演『自分たちのまちは、自分たちで守る
　　　　　　　～お互いさまの輪～』
　　　　講師：NPO 法人島原ボランティア協議会
　　　　代表　旭　芳郎 氏
様々な模様しを行いますので、是非ご来場ください！

テーマ　夏 バ テ
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青年団活動の記録

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
　　　　　興味をもたれた方アクセス願います。（＼＾ｖ＾／）
　　　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http://k- ypa.  net/i/

（Blue Halcyon Times）

　８月７日に村内の小・中学生を対象として「寺子屋～夏休み宿題退治大
作戦～」を開催しました。この寺子屋は青年団活動の事業の中でも毎年恒
例となっており、一緒に勉強に取り組みながら交流を深めようという目的
で行っています。
　今年は、渡多目的集会施設で開催しました。今回は、錦町青年団の方々

が今後の事業の参考のためにと視察兼お手伝いに駆けつけてくれました。
　参加した子供たちは、夏休みの宿題を早く終わらせようと必死に問題を解いていました。先生役となった青年団
員もわかりやすく教えていました。（いくつか青年団員にもわからない問題があったようですが・・・）
　

９時から休憩を入れながら１１時まで宿題を行い、１１時から昔球磨村で教鞭をとっていた鮒田先生を講師に迎え
ストーンクラフト作りを行いました。
　午前中は、球磨川下り発船場へ材料の石を採取に行きました。

みなさん暑さ対策で首にアイスノンをまいています。
お昼は、焼きそばをホットプレートで焼いて食べました。

昼からは、鮒田先生に教えてもらいながらストーンカレンダーづくりをしました。
絵を描いたり、石をくっつけたりみなさん真剣に取り組めました。
ときどき鮒田先生は冗談を言って笑わせてくれました。　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上手にできました

寺子屋
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　　　　　　　　　　　　　　　9 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4
●分会対抗ソフト
　ボール祭
　（運公・渡小）

5 6 7
●窓口出張業務
　（9:30 ～ 11:30
　神多）

8 9
●球磨村定例会開会
（予定）
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　渡多）

10

11 12 
●区長文書

13 14
●窓口出張業務
（9:30～11:30
　神多）

15 16
●窓口出張業務
（9:30～11:30
　渡多）

17
●県民体育祭　　
（ 水俣市・葦北郡
一円）

18
●県民体育祭　　
　（ 水俣市・葦北郡
一円）

19 敬老の日
●球磨村敬老会
・1分会（渡多）

20
●球磨村敬老会
・3分会（清流館）
・3分会（高沢分館）

21
●球磨村敬老会
・ 6 分会
 （旧神瀬小体育館）

22
●球磨村敬老会
・ 5 分会（さんがう
ら屋内運動場）

・ 4 分会（旧 5分会）
（せせらぎ）

23秋分の日

●球磨村敬老会
・2分会（渡多）
・ 4 分会（旧 4分会）
（せせらぎ）

24 

25 26
●区長文書

27 28
●窓口出張業務
 （9:30~11:30　
　 神瀬）

29 30
●区長会
（9:00 清流館）
●区長研修
（10:00 千寿園）
●情報通信施設整備
　事業総合落成式
（11:30 やまなみ）
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色い
ろ

目
に
沁し

む

（
犬
童　

幸
子
）

　

掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※〔清流館〕＝球磨村コミュニティセンター清流館、〔渡多〕＝渡多目的集会施設、〔神多〕＝神瀬多目的集会施設、〔やまなみ〕＝石の交流館「やまなみ」
 〔かわせみ〕＝一勝地温泉かわせみ、〔渡小〕＝渡小学校、〔一小〕＝一勝地小学校、〔球中〕＝球磨中学校、〔運公〕＝総合運動公園

※ 9 月21日（水）の神瀬窓口出張所につきましては、会場を敬老会で使用するため中止します。
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後

集

編

記

氏　

名

年　

齢

地　

区

犬
童　

末
夫

82
才

小　

川

槻
木　

博

91
才

大
無
田

木
屋　

ハ
ル
ノ

88
才

四　

蔵

川
野　

ハ
ツ
子

100
才

小　

川

7月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

8月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,638 0 0

人　口（人） 4,490 △  3 △  8 1

男　（人） 2,134 1 △  4 0

女　（人） 2,356 △  4 △  4 1

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

谷
口　

恭き
ょ
う
や也

哲　

也

柳　

詰

松
野　

星せ

な渚

雄　

貴

松　

野

　

今
回
、
川
島
地
区
と
三
ケ
浦
地
区

の
夏
祭
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
お
盆
休
み
を
利
用
し
て
帰
省
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
、
久
し
ぶ
り
に

会
わ
れ
た
方
と
の
会
話
を
、
と
て
も

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
篠
地
区
や
高
沢
地
区
で

も
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
各
地
区
賑

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
区
も
数
年

前
ま
で
は
、
夏
祭
り
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
開
催
さ
れ
な

く
な
り
、
昔
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
、

夏
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
の
意
味

を
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
れ
か

ら
先
も
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。「
熱
中
症
」
に
は
、
十
分
注

意
し
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
祐
）

　
　
　

氏　

名

出
身
地

白
拍
子　

陽
介

人
吉
市

山
口　
　

文

今　

村

寿
ご
結
婚
お
め
で
と
う

～納涼夏祭りが開催されました～

布ヶ滝
夏祭り水篠夏

祭り

隠れ念仏
の里祭り

さんがう
ら夏祭り


